
令和５年度第２回米原市地域公共交通活性化協議会次第 

 

日時：令和５年８月 10日（木）10時 00 分～ 

場所：米原市役所 ４階 会議室４A 

 

１ 開会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

 

 

  ・議案第１号  路線バス「近江長岡線」の利用促進について 

 

  ・議案第２号  路線バス「米原多和田線」の運行時刻の見直しについて 

 

  ・議案第３号  乗合タクシー停留所の新設について 

 

 

４ 報告事項 

 

 

  ・米原市地域公共交通計画策定に向けた調査について 

 

  ・地域の輸送資源活用の可能性を探る 実証実験第２弾 in 米原市（滋賀県事業） 

 

 

５ 閉会 



米原市地域公共交通活性化協議会 委員名簿 

 

（敬称略）  

1  国土交通省近畿運輸局滋賀運輸支局 首席運輸企画専門官  田中 郁代 

2  滋賀県土木交通部交通戦略課 参事  福島 森 

3  滋賀県長浜土木事務所 次長  陌間 秀幸 

4  米原警察署交通課 課長  宮川 拓也 

5  米原市自治会連絡協議会 理事  村田 精一 

6  米原市女性の会 理事  北村 きの 

7  米原市社会福祉協議会 協働推進課 課長  村山 善信 

8  米原市老人クラブ連合会 副会長  上津 和雄 

9  米原市障害者福祉協会 障害者相談員  川口 幸雄 

10  湖国バス株式会社 取締役業務部長  北村 真治 

11  近江タクシー株式会社 取締役業務部長  辰野 晃三 

12  一般社団法人滋賀県バス協会 専務理事  野村 義明 

13  一般社団法人滋賀県タクシー協会 専務理事  松尾 武文 

14  私鉄滋賀県協議会 幹事  粂 隆太郎 

15  近畿大学 名誉教授  三星 昭宏 

16  西日本旅客鉄道株式会社 京滋支社 副支社長 野口 明 

17  近江鉄道株式会社 鉄道部運輸課 課長  土屋 正治 

18  米原市商工会 会長 日向 寛 

19  米原市市民部 部長  西村 善成 

 

【事務局】 

市民部自治環境課 

課長 北川 康行 

参事 礒部 修 

主査 鹿取 顕崇 
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伊吹高等学校の通学支援を通じた
路線バス「近江長岡線」の利用促進について

議案第１号

生徒・学校良し交通良し 地域良し
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

１ 事業背景
（１）伊吹高等学校の現状

〇滋賀県内の公立高校は、ここ10年間で2,833人の生徒数が減少しており、その減少率は9.4％になります。その中でも、最寄
り駅からの距離が4km以上ある高校は、伊吹高等学校を含め３校あり、その減少率は県平均を上回っています。
〇伊吹高等学校は、開校当初、各学年６クラス、生徒数720人でスタートしましたが、令和５年４月現在では、各学年３クラ
ス、生徒数351人となり、開校当初の半数以下にまで減少しています（別表の10年前との比較では、84人の生徒数が減少し、
減少率は17.6％となっています。）。
〇また、駅からの距離（徒歩）が県内で２番目に遠い4kmあり、駅からの路線バス本数も少ないため、通学不安による生徒数
の減少要因の１つとなっていると考えられます。

①県内公立高校の生徒数の推移（駅からの距離との関係）

【近江長岡駅から伊吹高等学校までのルート（徒歩・自転車）】

近江長岡駅

バス停「伊吹高校」
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

１ 事業背景
（１）伊吹高等学校の現状
②県内公立高校の現状（10年前との比較：生徒減少率が高い順）
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

１ 事業背景
（１）伊吹高等学校の現状

〇伊吹高等学校は、かつて高校教育の空白地域であった旧山東・伊吹地域住民の熱心な誘致活動が叶って、昭和58年４月
に創設され、昨年で創立40周年を迎えました。地域に根差した高校として、「地域と共に歩み、地域で活躍し、地域を発展させる
人材」の育成に取り組んでこられました。きめ細かな学習指導、自律を促す生徒指導、手厚い進路指導を基盤に、伊吹高等学
校の特色である①３つのコース・クラス（体育コース、学力充実クラス、学力発展クラス）、②部活動、③総合的な探求の時間を
通じて、生徒一人ひとりに合った多くの学びに触れ合える機会があります。
〇部活動では、男子・女子ホッケー部がインターハイや国体で何度も優勝しているほか、男子バレーボール部、女子バスケットボー
ル部、サッカー部、硬式野球部、陸上部、バトミントン部、筝曲部、書道部なども優秀な成績を収めています。また、地域に愛され
るチームを目指し、地域の方々への元気なあいさつや、小学校の通学路の除雪作業などを積極的に行ってこられたことが評価され、
令和３年度には硬式野球部が選抜高校野球の21世紀枠近畿代表校に選出されました。
〇総合的な探求の時間として、「地域人との対話」「地元企業とのコラボ企画」などの湖北未来プロジェクトを進め、積極的な地域
との連携や、地域に根差した人材育成が行われています。
〇令和４年度の卒業生では、国公立大学４名、関関同立８名、産近佛龍29名が進学されています。就職では、伊吹高校生
は真面目で誠実で離職率が低いとの評価を受けています。
〇このように、伊吹高等学校の取組自体が地域の活力づくりに与える影響は非常に大きく、伊吹高等学校の存続そのものが、米
原市や、将来の子どもたちの明るい未来を切り拓くことに大きく貢献していると言えます。

③伊吹高等学校の歴史と特色
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

１ 事業背景
（１）伊吹高等学校の現状
④伊吹高等学校の通学状況と生徒・保護者の声

生徒の居住地 通学方法 乗車駅
（⇔近江長岡駅）

〇令和５年６月に伊吹高等学校で実施していただいたアンケート調査の結果、351人の生徒のうち、35人が近江長岡駅を利
用して通学しており、その35人全てが、近江長岡駅から伊吹高等学校まで自転車を利用して通学していることが分かりました。
〇令和４年11月に伊吹高等学校から出された要望の中で、近江長岡駅から自転車での通学を余儀なくされている要因としては、
登下校の際のバス本数が少なく、時間が合わない、運賃が高額であることが挙げられています。生徒からは「近江長岡駅から学校
までの交通手段がなく、毎日の自転車での通学が大変である」、保護者からは「普段は自転車で通学しているが、日暮れの早い
時期や悪天時の通学について心配している」等の声が寄せられているとのことでした。

人 人 人

人

人 人

人

人

人
人

人
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

１ 事業背景
（２）路線バス「近江長岡線」の現状
①国の地域間幹線系統補助事業

〇国の地域間幹線系統補助事業では、複数市町に跨る系統のうち、輸送量（運行回数×平均乗車密度）が一日15人以
上の路線について国の支援（補助率1/2）を受けられ、近江長岡線もこの系統に合致する可能性があり、現在、県や長浜市と
ともに幹線補助路線化を進めるとともに、更なる利用促進策を検討しています。
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

１ 事業背景
（２）路線バス「近江長岡線」の現状
②路線バス「近江長岡線」の運行状況

〇路線バス「近江長岡線」は、近江長岡駅と長浜駅間を往復する路線で、午前６時20分から午後８時45分までの間に、平
日は長浜駅→近江長岡駅を12便、近江長岡駅→長浜駅を14便運行しています。
〇路線バス「近江長岡線」の全便の一日平均乗降客数は263人（平日）です。そのうち利用者数が多い上位３つのバス停は、
「長浜駅」が85.2人、「伊吹高校」が36.2人、「近江長岡駅」が35.3人となっています。
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

１ 事業背景
（２）路線バス「近江長岡線」の現状
③停留所「伊吹高校」の運行状況

登校時 JR近江長岡駅 停留所「近江長岡駅」 → 停留所「伊吹高校」 伊吹高校

柏原 → 6:45

6:50 (路線バス) 7:02 7:07

米原 → 6:55

柏原 → 7:16

米原 → 7:16

米原 → 7:36

7:41 (路線バス) 7:53 7:58

柏原 → 7:50

米原 → 8:12

〇近江長岡駅と伊吹高等学校を結ぶ便は、一時間に１本程度しかなく、通学には利用しにくい状況があります。
〇また利用料金も、距離が遠いため、１回310円となっています。
〇バス定期券として、長浜市・米原市内限定の高校生限定定期券が、１か月10,000円で販売されています。

令和５年10月１日改正後
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

１ 事業背景
（２）路線バス「近江長岡線」の現状
③停留所「伊吹高校」の運行状況

下校時 停留所「伊吹高校」 → 停留所「近江長岡駅」 JR近江長岡駅
16:03 → 米原
16:10 → 柏原

16:06 (路線バス) 16:28
16:34 → 米原
16:40 → 柏原
17:03 → 米原
17:09 → 柏原

17:08 (路線バス) 17:25
17:34 → 米原
17:40 → 柏原
17:55 → 柏原
18:02 → 米原

18:03 (路線バス) 18:20
18:27 → 柏原
18:30 → 米原
18:49 → 柏原
19:00 → 米原

18:51 (路線バス) 19:08
19:14 → 柏原
19:25 → 米原

令和５年10月１日改正後
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

２ 目指す方向性

①路線バス「近江長岡線」の利用促進による
財源確保と公共交通の維持（交通良し）

②伊吹高等学校の通学利便性向上による
学校の永続的な存続（生徒・学校良し）

③伊吹高等学校との連携による地域活性化（地域良し）

伊吹高等学校の通学支援を通じた
路線バス「近江長岡線」の利用促進について



【取組の目的】
〇定期利用による安定的なバス利用者を獲得することで、路線バス「近江長岡線」の利用促進を図り、国の地域間幹線系統補
助事業による安定的な補助金獲得を目指します。
〇共通通学定期券の導入により、通学不便な学校であるというイメージを払拭するとともに、地域で支え、地域とともに成長する
学校であることを広く発信し、生徒数の維持確保を支援します。

【実証実験の期間】
〇実証実験は、令和５年10月から令和６年３月までの６か月間とします。
（アンケート調査は、令和５年10月1日から12月末までの利用者に対して実施）

【取組の内容】
〇１時間に１本程度運行する路線バス（近江長岡線）と30分毎に運行するまいちゃん号を共通利用できる「共通通学定期
券（回数券）」の実証実験を行います。
〇近江長岡駅を利用する生徒や、今後利用を予定している生徒に対して、事前に利用予定を調査の上で、「共通定期券」また
は「共通回数券」を配付します。より多くの生徒に今回の実証実験に参加していただき、多くの意見やニーズを得るため、「共通通
学定期券（回数券）」は伊吹高等学校を通じて、対象生徒に無償配付するとともに、アンケート等への協力を要請します。
〇アンケート等により、利用者の利用状況、事業者（バス、タクシー）のオペレーション、利用者のニーズ等を調査し、令和６年度
の本格導入を目指します。
〇今回の実証実験は、滋賀県が主体で進める「地域特性に応じた交通ネットワーク構築事業」の一部として実施することで、その
通学費用の全額を滋賀県に支援していただきます。

【価格】
〇定期券 6,000円/月（６月分で販売：36,000円）
〇回数券 150円/回（10回分で販売：1,500円）
※全額、県事業で実施するため、利用者負担は無し。 11

※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

３ 事業内容
（１）共通通学定期券の創設に向けた実証実験（県連携モデル事業）
①令和５年度の取組
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※平成30年２月1日現在

３ 事業内容

②令和６年度以降の予定
【取組内容】
〇令和５年度の実証実験の結果を基に、「共通定期券」および「共通回数券」（以下「共通定期券等）という。）を確立します。
〇市から学校に対して、共通定期券等を配付し、近江長岡駅を利用する生徒に無償配付します。
〇伊吹高等学校では、中学校説明会や体験入学などの各種説明会の際に、共通定期券等の取組を広くPRします。

【予算および財源】
※令和５年度の実証実験の結果を基に必要金額を算出します。
※想定する費用負担の割合は以下のとおりです。
市負担額 1/2
県負担額 1/2（北の近江振興プロジェクト推進補助金）
利用者負担額 無

【事業実施期間】
〇北の近江振興プロジェクトの計画期間である令和
９年度まで継続を見込んでいます。

※令和９年度以降は、事業実績等により判断します。

【北の近江振興プロジェクト推進補助金】
関係人口3,000人の創出を目標とする、総合プロジェクト（挑
戦する若者が集う北部へなど）に寄与するような北部３市のチ
ャレンジングな取組（高校魅力化など）を重点的、機動的に
支援するための仕組として、令和５年度に滋賀県が創設
対象事業：総合プロジェクトに寄与し、相乗効果がある取組
上限額：1,000万円/件 補助率：1/2
予算額：令和５年度 2,000万円

（１）共通通学定期券の創設に向けた実証実験（県連携モデル事業）
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

３ 事業内容

③共通定期券等の導入後のイメージ

登校時 JR近江長岡駅 停留所「近江長岡駅」 → 停留所「伊吹高校」 伊吹高校

柏原 → 6:45

6:50 (路線バス) 7:02 7:07

米原 → 6:55

7:00 (まいちゃん号) 7:10 7:15

柏原 → 7:16

米原 → 7:16

7:30 (まいちゃん号) 7:40 7:45

米原 → 7:36

7:41 (路線バス) 7:53 7:58

柏原 → 7:50

8:00 (まいちゃん号) 8:10 8:15

米原 → 8:12

（１）共通通学定期券の創設に向けた実証実験（県連携モデル事業）

令和５年10月１日改正後
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※平成30年２月1日現在※平成30年4月1日現在

３ 事業内容

下校時 停留所「伊吹高校」 → 停留所「近江長岡駅」 JR近江長岡駅
16:03 → 米原
16:10 → 柏原

16:00 (まいちゃん号) 16:10
16:06 (路線バス) 16:28

16:34 → 米原
16:40 → 柏原

16:30 (まいちゃん号) 16:40
17:03 → 米原
17:09 → 柏原

17:00 (まいちゃん号) 17:10
17:08 (路線バス) 17:25

17:34 → 米原
17:40 → 柏原

17:30 (まいちゃん号) 17:40
17:55 → 柏原
18:02 → 米原

18:00 (まいちゃん号) 18:10
18:03 (路線バス) 18:20

18:27 → 柏原
18:30 → 米原

18:30 (まいちゃん号) 18:40
18:49 → 柏原
19:00 → 米原

18:51 (路線バス) 19:08
19:00 (まいちゃん号) 19:10

19:14 → 柏原
19:25 → 米原

③共通定期券等の導入後のイメージ
（１）共通通学定期券の創設に向けた実証実験（県連携モデル事業）

令和５年10月１日改正後
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７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

米原市議会
委員会協議会

委員会協議会 市議会

米原市地域公共交通
活性化協議会

共通通学定期券
実証実験 制度設計 周知・募集 実証実験 本格導入

共通通学定期券
アンケート調査 ｱﾝｹｰﾄ調査 検証

３ 事業内容
（２）今後のスケジュール

R５年 R６年
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【その他】 長浜市における路線バス「近江長岡線」利用促進
（１）湖国バス１日乗り放題企画

（２）校外学習等の路線バス無償化

取組期間 令和５年10月１日～12月31日
取組範囲 長浜市管内の湖国バス路線（米原市との共通路線を含む。）
取組内容 ノーマイカーデーの普及や休日のバス利用の促進を図るため、取組期間中の金土日祝日に限定して、

定額で一日、長浜市管内の湖国バス路線（近江長岡線、伊吹登山口線の沿線停留所での乗降
を含む。）に乗り放題ができる企画券を発行する。

運行事業者 湖国バス株式会社
想定運賃 １人１日 大人（12歳以上の方） 300円

小児（6歳以上12歳未満の方） 100円
幼児・乳児（6歳未満の方） 無料

取組期間 令和５年10月１日～12月31日
取組範囲 長浜市全域のバス路線（米原市との共通路線を含む。）
取組内容 モビリティ・マネジメントの観点から、子供たちの路線バス利用経験を創出するため、長浜市内の小中学校

が、校外学習や部活動で路線バスを利用して長浜市内を移動した場合（近江長岡線、伊吹登山口線
の沿線停留所での乗降を含む。）に、運賃相当額を支援する。

運行事業者 湖国バス株式会社、株式会社余呉バス、有限会社西浅井総合サービス
運賃 無料（同乗する引率者も無料）

※保護者や外部コーチ等が引率した場合も無料とする。
ただし、児童生徒と同じ車両に乗車する場合に限る。



 

 

 

路線バス「米原多和田線」のローザンベリー多和田および米原駅発着の便について、ローザンイルミ

（基本的に 17：30～20：30（消灯 21：00））開催期間中のバス利用促進を図るため、土日祝日のみ以

下のとおり時刻変更を行うもの。 

 

【変更期間】 令和５年 10 月７日（土）から令和６年２月 12 日（祝月）まで 

       ※令和６年２月 13日（火）以降は、現行の運行時刻に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第２号 路線バス「米原多和田線」の運行時刻の見直しについて 

土・日・祝日（往路） 



 

 

 

 

 

 

 

土・日・祝日（復路） 



 

 

乗合タクシーの停留所の新設について協議するもの。 

 

【停留所の新設】（新設１か所） 

 新たに米原警察署前に共通停留所を設置するもの。 

 〇エ リ ア   米原・梅ケ原エリア 

 〇停留場所   米原警察署前（米原市米原地先） 

 〇停留所名   米原共通－38 

 〇運用開始   令和５年 10 月１日 

 

【位置】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現場写真】 

 

議案第３号 乗合タクシー停留所の新設について 



報告事項１ 

米原市地域公共交通計画策定に向けた調査について 

 
調査 調査目的 調査方法 設問項目 

市民アンケート ・米原市の交通手段分担率は約 69%が
自動車である一方、鉄道およびバスの公
共交通機関による移動割合は約 7%に留
まる。 

・そのため、アンケート対象者の半数以上が
公共交通非利用者であることが想定され
ることから、市民アンケートでは主に以下に
ついて把握する。 
①市民の日常的な移動実態と、その移

動（主に自動車がメイン）において不
便に感じること 

②自動車利用がメインと思われる市民の
多くが公共交通を利用しない理由 

③数は少ないが、公共交通利用者が普
段公共交通を利用していて不便に感
じること 

④米原市の今後の公共交通のあり方に
ついて 

【調査方法】 
・無作為抽出による
配布(2,000 件) 

【実施期間】 
・8/10 発送、8/11
～8/28 を回答期
間として設定 

【回答方法】 
・郵送による返信 
・QR コードの読み取
りによる電子回答 

・個人属性、ライフスタ
イルの変化 

・普段の外出について 
・市内の公共交通につ
いて 

・今後の公共交通に
対する考えについて 

路線バス利用者アン
ケート 

・今後の公共交通のあり方を検討する上
で、公共交通の利用者の意見を把握し、
計画作成における基礎資料とする。 
①公共交通利用者の利用の特徴の把

握 
②公共交通を利用する理由やユーザー

が求めているポイントの把握 

【路線バス】 
・米原駅、近江長岡
駅にて調査表を配
布、車両内にアンケ
ート調査票を 2 週
間程度設置 

【まいちゃん号・まいち
ゃんバス】 
・運転手から利用者
への手渡し 

【実施期間】 
・9 月上旬～中旬を
予定 

・普段の公共交通の
利用について 

・公共交通利用におけ
るお困りごと 

・今後の公共交通に
対する考えについて 

まいちゃん号・まいち
ゃんバス利用者アン
ケート 



調査 調査目的 調査方法 設問項目 
観光客アンケート ・国の補助路線である「近江長岡線」および

「米原多和田線」における利用者の増加
に向け、グリーンパーク山東およびローザン
ベリー多和田の来訪者のニーズを把握し、
利用促進のための基礎資料とする。 
①グリーンパーク山東およびローザンベリー

多和田の来訪者移動手段等の把握 
②「近江長岡線」および「米原多和田

線」における情報発信方法や運行の
改善案の把握 

【実施方法】 
・グリーンパーク山東
およびローザンベリー
多和田へのアンケー
ト設置および配布 

【実施期間】 
・９月上旬～中旬を
予定 

・グリーンパーク山東お
よびローザンベリー多
和田への移動方法 

・路線バスの利用者向
上に向けた意見の把
握 

事業者・関係機関ヒ
アリング 

・通勤通学や福祉等の需要における現状を
把握し、市全体の公共交通の方向性を検
討するための基礎資料とする。 

・交通事業者のお困りごとや今後の対応方
針について把握し、市との連携方法等を検
討するための基礎資料とする。 

・庁内関係部局の移動に関する現在の施
策状況や今後の取組方針について把握
し、部局間の連携について検討するための
基礎資料とする。 

【実施方法】 
・事業者・関係機関
へアンケートを送付 

【実施期間】 
・９月～10 月頃を
予定 

【交通事業者】 
・現在の運行における
お困りごとや今後の対
応、連携等について
把握 

【庁内関係部局（観
光・福祉等）】 

・移動に関する取組
や、交通との連携を
模索していること等を
把握 

【高等学校、路線バス
沿線事業所等】 

・現在の移動実態の
把握 

 
  



地域公共交通計画策定に向けたスケジュール(案) 

 令和 5 年 令和 6 年 
 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 

現状把握（データ整理） 
           

上位関連計画の整理 
           

市民・公共交通利用者の 
意向把握 

           

事業者・関係機関の意向把握 
           

公共交通を取り巻く課題検討 
           

米原市における公共交通の目指
す姿、基本方針、目標の検討 

           

目標達成に向けた 
事業メニューの検討 

           

地域公共交通計画（案） 
の策定 

           

地域公共交通活性化協議会 ● 

（第 2 回） 
 ● 

（第 3 回） 
 ● 

（第 4 回） 
  ● 

（第５回） 
 ● 

（第６回） 
 

 

市民アンケートの実施 

集計・取りまとめ実施 

各種アンケート 
の集計 

各種アンケート 
の実施 

パブリック 
コメントの実施 

・現状整理 
・市民アンケートの調査 
結果報告 

・各種アンケート速報 
・課題(案)の提示 

・目指すまちの姿（案） 
 基本方針（案）の提示 
・数値目標（案）の提示 
・事業メニュー(案)の提示 

・計画(素案)の提示 

・計画の策定 



 

 

 
 

 

 

       
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

記入に当たってのお願い 

◆ご回答は、封筒のあて名のご本人様にお願いします。ご本人が記入することが難しい場合
は、ご本人の意見を聞いて、ご家族の方などが代筆されても構いません。 

◆ご回答は、選択肢の番号に「○」をつけてください。「その他」にあてはまる場合は、（ ）内
にその内容を具体的にご記入ください。（設問によっては、ご記入いただく必要がない場合があります。） 

◆返信用封筒には、住所・名前をご記入いただく必要はありません。 

◆本アンケートはスマートフォンからご回答いただくことも可能です。 

スマートフォンでご回答いただく場合、右のＱＲコードよりご回答ください。 ⇒ 

◆令和５年８月 28 日（月）までにポストに投函してください。 

米原市公共交通に関するアンケート調査について 
～ご協力のお願い～ 

日頃から米原市政へのご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

米原市では、今後の公共交通のあり方をまとめた「米原市地域公共交通計画」の策定を進
めています。この計画の策定に当たり、市民の皆様の公共交通の利用状況や意見等を参考に
させていただくため、アンケート調査を実施しています。 
 今回の調査の実施に当たり、15 歳以上の米原市民 2,000 人を住民基本台帳から無作

為に選ばせていただいた結果、あなた様に調査をお願いすることとなりました。 
 この調査は、無記名で回答していただくものであり、回答の集計結果は、統計的な処理を行

いますので、個人が特定されることはありません。 
 調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようよろしくお願いします。 

令和５年 8 月 
米原市・米原市地域公共交通活性化協議会 

注１）返信用封筒に印刷しているバーコードは送付先（市役所）の住所を記号化しているものであり、個人を特定するものでは 

ありません。  
注２）返信用封筒の郵便番号（〒522-8790）は、今回のアンケートのみに使用される郵便番号であるため、市役所（本庁 

舎）の郵便番号と異なりますが、誤りではありません。 

問合せ先 

米原市地域公共交通活性化協議会（事務局）：米原市市民部自治環境課 

電話：0749-53-5111 



◆⼀般タクシーについて教えてください。 
 

質問 10 一般タクシーの利用についてお聞きします。 

①利⽤頻度 
【○は１つ】 

1. ほぼ毎日 2. 週 3～4 日 3. 週 1～2 日 4. 月に 2～3 日 

5. 月に 1 日 6. ほとんど利用しない     

②利⽤⽬的 
【〇は最⼤２つ】 

1.買物 2.通院 3.通勤 4.通学 

5.余暇 6.手続き（役場・銀行等） 7.その他 

③不便や不満 
に感じる点 

【〇は最⼤２つ】 

1. 運賃が高い 

3. 呼ぶ（電話をかける）のが面倒 

5. 運転が不親切である 

7. 段差等があり、身体的に使いにくい 

2. 乗車時に最終的な運賃がわからない 

4. 呼んでも配車に時間がかかる 

6. 駅などのタクシー乗り場で止まっていないことがある 

8. 特に不便や不満を感じる点はない  

◆公共交通に対するあなたの考えについて教えてください。 
 

質問 11 
仮に路線バスや乗合タクシーまいちゃん号、まいちゃんバスが廃止された場合、あなたの生

活にどのような影響がありますか？【○は１つ】 

1.現在、利用しておらず、今後、利用する予定もないので困らない 

2.現在はあまり利用していないが、将来的に利用する可能性があるので、廃止されると困る 

3.現在、自分が利用しているので、廃止されると困る 

4.現在、家族が利用しているので、廃止されると困る 

代わりの交通⼿段 
【○はいくつでも】 

1. 徒歩   2. 自転車   3. 自動車（自分で運転）   4.電車 
5. 自動車（自分以外が運転）  6. 自動二輪・原付   7. 一般タクシー 

 

質問 12 
米原市の公共交通について、以下を読んでいただいたうえであなたのお考えを教えてくださ

い。【○は１つ】 

【米原市の公共交通の現状】 

市内を運行している路線バスや乗合タクシーまいちゃん号等の地域公共交通を維持するため、運行事業者への

補助を行い、運行を維持しています。しかし、人口減少やコロナ禍等による公共交通利用者の減少、燃料費の

高騰などの状況が続けば、現状のサービスを維持するための利用者負担や市の負担（令和 4 年度：1 億 5,744

万円）は、これまで以上に増えることが想定されます。 

1. 利用者と市の負担水準を上げてでも、公共交通サービスを充実してほしい 

2. 利用者と市の負担水準を維持し、できる範囲の公共交通サービスを実施してほしい 

3. 利用者と市の負担水準を下げて、利用のない便や停留所を減らしてもいい 

4. その他（                                                                 ） 
 

質問 13 
公共交通に関して、今後特に進めていくべき取り組みについて教えてください。 

【○は４つまで】 

1. 路線バスの位置情報の提供（バスロケーションシステムの設置）  2. 運賃の定額化（路線バス） 

3. 利用料金の地域間料金の廃止（まいちゃん号） 4. 運賃の安価や割引制度の充実（路線バス） 

5. 利用料金の安価や割引制度の充実（まいちゃん号・まいちゃんバス） 6. バリアフリーに対応した車両の導入（路線バス） 

7. バリアフリーに対応した車両の導入（まいちゃん号・まいちゃんバス）  8. 環境に優しい車両の導入（路線バス） 

9. 環境に優しい車両の導入（まいちゃん号・まいちゃんバス） 10. 民間事業者が保有する車両（送迎車等）の活用 

11. カーシェアリングの普及・促進 12. 一般タクシーの相乗りの促進 

13. 地域住民同士の助け合い  

14. その他（                                                                            ） 

 

 

※※ アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 ※※ 

⽶原市公共交通に関するアンケート調査 
 

◆あなたご⾃⾝のことについて教えてください。 
 

質問 1 あなたの性別や年齢、お住まいなどについて教えてください。【○はそれぞれ１つ】 

①性別 1. 男性 2. 女性 3. 答えたくない 

②年齢 1. 10 歳代 2. 20 歳代 3. 30 歳代 4. 40 歳代 5. 50 歳代 

6. 60～64 歳 7. 65～69 歳 8. 70～74 歳 9. 75～79 歳 10. 80 歳以上 

③お住まい 1. 山東地域 2. 伊吹地域 3. 米原地域 4. 近江地域 5 わからない 

④世帯構成 1. 一人暮らし 2. 夫婦のみ 3. 家族と同居（2 以外） 4. 1.～3.以外 

⑤免許の有無 1. 車の免許を持っている 2. バイクの免許のみ持っている 3. 返納した 4. 持っていない 

⑥⾃動⾞の 
利⽤ 

1. 自分で運転しており、今後も運転し続ける予定である 

2. 自分で運転しているが、今後は運転を控えたいと思っている 

3. 自分で運転できないが、送り迎えしてくれる人（家族や知人）がいる 

4. 自分で運転できず、送り迎えしてくれる人（家族や知人）もいない 

⑦⾝体の 
不⾃由 

1. 身体に不自由を感じている      2. 身体に不自由を感じていない 

不自由に感じる部分 
【○はいくつでも】 

1. 目   2. 耳   3. 口   4. 腕・手などの上肢  
5. 脚などの下肢  6. その他（             ） 

⑧障がい者 
⼿帳の有無 1.持っている    2.持っていない 

 

◆普段の外出状況と公共交通の利⽤について教えてください。 
 

質問２ 
最近の移動とコロナ禍前の移動を比較して、新型コロナウイルス感染症（コロナ禍）の影響

についてお教えください。 

①外出頻度 1. コロナ禍前より減った 2. コロナ禍前と変わらない 3. コロナ禍前より増えた 

②バス、鉄道、乗合タクシーまいちゃん号、まいちゃんバス、⼀般タクシー等の公共交通の利⽤頻度 
1. コロナ禍前より減った 2. コロナ禍前と変わらない 3. コロナ禍前より増えた 

代わりに増えた交通⼿段 
【○はいくつでも】 

1. 徒歩          2. 自転車      3. 自動車（自分で運転） 
4. 自動車（自分以外が運転）   5.自動二輪・原付    6.その他 

③公共交通利⽤
への安⼼感 1. コロナ禍だが安心して利用  

2. 安心できないが 
やむを得ず利用  

3. コロナ禍で安心できないので 
利用を控えている 

 

質問３ 通勤・通学についてお聞きします。 ※通勤・通学されていない方は質問４へ 

①通勤もしくは通学【○は１つ】 1. 通勤 2. 通学 

②頻度【○は１つ】 1. 週 5 日以上 2. 週 3～4 日 3. 週 1～2 日 4. 月に 2～3 日 5. 月に 1 日 

③⾏き先 
【○は１つ】 

1. 山東地域 2. 伊吹地域          3. 米原地域   4. 近江地域 

5. 長浜市 6. 彦根市 7. その他滋賀県内 8. 大阪･京都･兵庫方面 

9. 岐阜･愛知･三重方面 10. 福井･石川方面 

④主な 
移動⼿段 

【○は 3 つまで】 

1. 自動車（自分で運転） 2. 自動車（自分以外が運転） 3. 新幹線 4. JR 5. 近江鉄道 

6. 路線バス 7. 乗合タクシーまいちゃん号 8. まいちゃんバス 9. 一般タクシー 

10. バイク・原付 11. 自転車 12. 徒歩 13. 企業・学校の送迎 14. その他 

⑤移動時間帯 
【○は１つ】 

【行き】 1. ～9 時台   2. 10～12 時台 3. 13～15 時台 4. 16～18 時台 5. 19 時以降 

【帰り】 1. ～9 時台   2. 10～12 時台 3. 13～15 時台 4. 16～18 時台 5. 19 時以降 

⑥主な 
お困りごと 

【〇は最⼤３つ】 

1.行きの公共交通機関がない 

3.駅やバス停までが遠い 

5.交通渋滞により到着時間が遅れる 

7.身近に送迎をしてくれる人がいない 

9.移動に掛かる費用（ガソリン代や運賃等）が高い 

11.特に困ることはない 

2.帰りの公共交通機関がない 

4.複数の公共交通機関の乗り換えが大変 

6.目的地の周辺に駐車場がない 

8.真夏や悪天候時に徒歩や自転車で行くのが大変 

10.段差等があり、身体的に使いにくい 

    



質問４ 食料品･日用品など日常の買い物についてお聞きします。※普段買物をされていない方は質問５へ 

①外出頻度 
【○は１つ】 1. 週 5 日以上 2. 週 3～4 日 3. 週 1～2 日 4. 月に 2～3 日 5. 月に 1 日 

②最も利⽤する
買物先 

【○は１つ】 

1. フタバヤ近江店 2. 平和堂フレンドマート山東店  3. バロー近江店 4. 平和堂フレンドマート米原駅前店 

5. 市内のその他の店舗（山東地域） 6. 市内のその他の店舗（伊吹地域） 

7. 市内のその他の店舗（米原地域） 8. 市内のその他の店舗（近江地域） 

9. 市外の店舗（      県        市・町） 

③主な 
移動⼿段 

【○は 3 つまで】 

1. 自動車（自分で運転） 2. 自動車（自分以外が運転） 3. JR 4. 近江鉄道 5. 路線バス 

6. 乗合タクシーまいちゃん号 7. まいちゃんバス 8. 一般タクシー 

9. バイク・原付 10. 自転車 11. 徒歩 12. 施設の送迎車両 13. その他 

④移動時間帯 
【○は１つ】 

【行き】 1. ～9 時台 2. 10～12 時台 3. 13～15 時台 4. 16～18 時台 5. 19 時以降 

【帰り】 1. ～9 時台 2. 10～12 時台 3. 13～15 時台 4. 16～18 時台 5. 19 時以降 

⑤主な 
お困りごと 
【〇は最⼤３

つ】 

1.行きの公共交通機関がない 

3.駅やバス停までが遠い 

5.交通渋滞により到着時間が遅れる 

7.身近に送迎をしてくれる人がいない 

9.移動に掛かる費用（ガソリン代や運賃等）が高い 

11.特に困ることはない 

2.帰りの公共交通機関がない 

4.複数の公共交通機関の乗り換えが大変 

6.目的地の周辺に駐車場がない 

8.真夏や悪天候時に徒歩や自転車で行くのが大変 

10.段差等があり、身体的に使いにくい 

  

質問５ 医療機関の利用（通院）についてお聞きします。※普段通院をされていない方は質問６へ 

①外出頻度 
【○は１つ】 1. 週 5 日以上 2. 週 3～4 日 3. 週 1～2 日 4. 月に 2～3 日 5. 月に 1 日 

②最も利⽤する
通院先 

【○は１つ】 

1. 米原診療所 2. 吉槻診療所 3. 山東診療所 4. 近江診療所（ふくしあ内） 

5. 米原市地域包括ケアセンターいぶき 6. 市立長浜病院 7. 長浜赤十字病院 

8. 市内のその他の医院･クリニック（山東地域） 9. 市内のその他の医院･クリニック（伊吹地域） 

10. 市内のその他の医院･クリニック（米原地域） 11. 市内のその他の医院･クリニック（近江地域） 

12. 市外の病院･医院･クリニック（      県        市・町） 

③主な 
移動⼿段 

【〇は最⼤３つ】 

1. 自動車（自分で運転） 2. 自動車（自分以外が運転） 3. JR 4. 近江鉄道 5. 路線バス 

6. 乗合タクシーまいちゃん号 7. まいちゃんバス 8. 一般タクシー 

9. バイク・原付 10. 自転車 11. 徒歩 12. 施設の送迎車両 13. その他 

④移動時間帯 
【○は１つ】 

【行き】 1. ～9 時台 2. 10～12 時台 3. 13～15 時台 4. 16～18 時台 5. 19 時以降 

【帰り】 1. ～9 時台 2. 10～12 時台 3. 13～15 時台 4. 16～18 時台 5. 19 時以降 

⑤主な 
お困りごと 

【〇は最⼤３つ】 

1.行きの公共交通機関がない 

3.駅やバス停までが遠い 

5.交通渋滞により到着時間が遅れる 

7.身近に送迎をしてくれる人がいない 

9.移動に掛かる費用（ガソリン代や運賃等）が高い 

11.特に困ることはない 

2.帰りの公共交通機関がない 

4.複数の公共交通機関の乗り換えが大変 

6.目的地の周辺に駐車場がない 

8.真夏や悪天候時に徒歩や自転車で行くのが大変 

10.段差等があり、身体的に使いにくい 

 
  

◆⽶原市の公共交通の利⽤について教えてください。 
 

質問６ 鉄道（新幹線を除く）の利用についてお聞きします。 

①利⽤頻度 
【○は１つ】 

1. ほぼ毎日 2. 週 3～4 日 3. 週 1～2 日 4. 月に 2～3 日 

5. 月に 1 日 6. ほとんど利用しない  

②最も利⽤する駅
【○は１つ】 1. 米原駅 2. 坂田駅 3. 醒ヶ井駅 4. 近江長岡駅 5. 柏原駅 6. その他 

③駅に⾏くまでの
移動⼿段 

【〇は最⼤２つ】 

1. 自動車（自分で運転） 2. 自動車（自分以外が運転） 3. 路線バス 

4. 乗合タクシーまいちゃん号 5. まいちゃんバス 6. バイク・原付 

7. 自転車 8. 徒歩 9. その他 

④不便や不満 
に感じる点 

【〇は最⼤２つ】 

1. 路線、時刻、乗換え等の情報がわかりにくい 

3. 混雑していて座れない時がある 

5. 駅の近くに駐車場や駐輪場が少ない 

7. 段差等があり、身体的に使いにくい 

2. 他の公共交通機関との乗り継ぎが不便 

4. 利用したい時間帯に便が少ない 

6. 運賃が高い 

8. 特に不便や不満を感じる点はない 
 

質問７ 路線バスの利用についてお聞きします。 

①認知状況 
【○は１つ】 1. 知っている（運行時刻や運行地域も含む） 2. 知っている（名前だけ） 3. 知らない 

②利⽤頻度 
【○は１つ】 

1. ほぼ毎日 2. 週 3～4 日 3. 週 1～2 日 4. 月に 2～3 日 

5. 月に 1 日 6. ほとんど利用しない   

③不便や不満 
に感じる点 

【〇は最⼤２つ】 

1. 路線、時刻、乗換え等の情報がわかりにくい 

3. 混雑していて座れない時がある 

5. 運行便数が少ない 

7. 自宅や目的地からバス停までの移動が大変 

9. 目的地付近にバス停がない 

11. 運賃が高い 

13. 特に不便や不満を感じる点はない  

2. 他の公共交通機関との乗り継ぎが不便 

4. 利用したい時間帯に便がない 

6. 停留所の待合環境が悪い 

8. 目的地までの所要時間が長い 

10. 時刻表の時間から遅れることがある 

12. 段差等があり、身体的に使いにくい 

 
 

質問８ 乗合タクシーまいちゃん号の利用についてお聞きします。 

①認知状況 
【○は１つ】 1.知っている（運行時刻や運行地域も含む） 2.知っている（名前だけ） 3.知らない 

②利⽤頻度 
【○は１つ】 

1. ほぼ毎日 2. 週 3～4 日 3. 週 1～2 日 4. 月に 2～3 日 

5. 月に 1 日 6. ほとんど利用しない  

③不便や不満 
に感じる点 

【〇は最⼤２つ】 

1. 運行時刻、利用方法がわかりにくい 

3. 知らない人と乗り合うのが嫌 

5. 運行便数が少ない 

7. 自宅や目的地から停留所までの移動が大変 

9. 予約が面倒 

11. 利用料金が高い 

13. 運転手が不親切である 

2. 他の公共交通機関との乗り継ぎが不便 

4. 利用したい時間帯に便がない 

6. 停留所の待合環境が悪い 

8. 目的地までの所要時間が長い 

10. 予約した時間から遅れることがある 

12. 段差等があり、身体的に使いにくい 

14. 特に不便や不満を感じる点はない 
 

質問９ まいちゃんバスの利用についてお聞きします。 

①認知状況 
【○は１つ】 1. 知っている（運行時刻や運行地域も含む） 2. 知っている（名前だけ） 3. 知らない 

②利⽤頻度 
【○は１つ】 

1. ほぼ毎日 2. 週 3～4 日 3. 週 1～2 日 4. 月に 2～3 日 

5. 月に 1 日 6. ほとんど利用しない   

③不便や不満 
に感じる点 

【〇は最⼤２つ】 

1. 路線、時刻、乗換え等の情報がわかりにくい  

3. 混雑していて座れない時がある 

5. 利用したい時間帯に便がない 

7. 停留所の待合環境が悪い 

9. 目的地までの所要時間が長い 

11. 時刻表の時間から遅れることがある 

13. 段差等があり、身体的に使いにくい 

15. 特に不満を感じる点はない 

2. 他の公共交通機関との乗り継ぎが不便 

4. 休日に運行していない 

6. 運行便数が少ない 

8. 自宅や目的地からバス停までの移動が大変 

10. 目的地付近にバス停がない  

12. 利用料金が高い 

14. 運転手が不親切である 

 
  

裏面へお進みください
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地域の輸送資源活用の可能性を探る 実証実験第２弾 in 米原市 

民間送迎バスを活用して児童クラブの移動を支援！ 

～夏休みの子どもたちのお出かけ支援便を３日間運行～ 
 

米原市において、グランエレメント（奥伊吹観

光株式会社）の送迎バスの回送便を利用して、子

どもたちの地域活動の移動支援を行い、夏休みの

児童クラブの活動機会を増やすことと地域の移動

手段としての活用可能性を検証します。 

 

実証内容（予定） 

 宿泊客送迎の回送便（米原駅への宿泊客送り時のグランエレメントへの回送便、米原駅で

の迎え時の米原駅への回送便）で、ルート上の児童クラブのルート上の施設へのお出かけ

を支援（1 日往路 1 便、復路 1 便）します。 
 

 参加クラブ  ①山東児童クラブ  ②米原第２児童クラブ 
 

 実施日/行先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年７月 27 日(木)、８月８日（火） 
ルッチプラザ・山東学びあいステーション・ 

米原市民体育館 

令和５年８月４日（金） 
グリーンパーク山東 

 ※雨天の場合はルッチプラザに変更予定 

 山東児童クラブ

時刻 スケジュール
11:10 米原駅発

↓
11:30 山東児童クラブ着

乗車
11:40 山東児童クラブ発

↓
11:45 ルッチプラザ等着
11:50 降車

↓

↓
14:05 ルッチプラザ等

乗車
14:15 ルッチプラザ等発

↓
14:20 山東児童クラブ着

降車
14:30 山東児童クラブ発

↓

14:50 米原駅着

（図書館等利用）

米原第２児童クラブ

時刻 スケジュール
11:10 米原駅着

↓
11:15 米原第２児童クラブ

乗車
11:25 児童クラブ発

↓
11:45 グリーンパーク山東着
11:50 降車

↓

↓
14:05 グリーンパーク山東

乗車
14:15 グリーンパーク山東発

↓
14:35 児童クラブ着

降車
14:45 児童クラブ発

↓

14:50 米原駅着

（昼食＋自由時間）



 

 バス運行 

・ 車両    マイクロバス（利用定員 24 名） 

・ 利用料金   無料 

・ 協力事業者  奥伊吹観光株式会社（グランピング施設グランエレメントを運営） 

 

 

背景・経緯 

本県では、誰もが、行きたいときに、行きたいところに移動ができる、持続可能な地域交

通の実現に向け検討を進めているところです。 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律も踏まえ、地域の公共交通ではカバーできな

い移動ニーズへの対応や地域交通網の補完等、地域の輸送資源にかかる実証を行い、その効

果や課題を整理・分析し、地域の移動課題解決に向けた可能性を検証します。 

 

≪参考≫ 

【実証実験第１弾 in 高島市】 

 高島市において、マキノ病院の送迎バスを活用し、運行ルートに商業施設を加え、病院

利用者の買い物活用の可能性について実証運行を実施。 

・実施期間：令和 4 年 12 月 15 日～令和 5 年 2月 28 日 

・運行内容：ワンボックス（9 人乗り）、1 日 3便（日曜日、祝日等運休） 

・実績（病院から平和堂）：17 名 

・今後の方向性：マキノ地域から今津地域へ旧町をまたぐ買物拠点への利便性向上の可能性を探 

ったところ、一定のニーズに応えたものの送迎サービスの活用は限定的だった。アンケートで 

は病院を利用しなくてもバスを利用することへの希望が多く、結果を市等と共有し、今後の交 

通ネットワークづくりに生かしていく。 
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